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�
飾
区
の
�
西
囃
子
保
存
会
は

昭
和
２８
年
に
東
京
都
無
形
文
化
財

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
�
西
ば

や
し
、
そ
の
歴
史
は
古
く
、
享
保

年
間
（
約
３
０
０
年
位
前
）
に
香

取
明
神
（
現
・
東
金
町
の
�
西
神

社
）
の
神
官
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

東
京
都
及
び
そ
の
周
辺
の
祭
り
囃

子
の
祖
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
保
存
会
に
携
わ
っ
て
き
た

一
人
が
、
青
戸
分
会
の
小
林
啓
一

さ
ん
（
６２
歳
）
で
す
。
本
職
は
、

タ
イ
ル
工
、
１８
歳
の
時
か
ら
父
と

一
緒
に
働
き
始
め
て
現
在
に
至
り

ま
す
。

保保
存存
会会
入入
会会
でで

幸幸
子子
ささ
んん
とと
出出
会会
うう

�
西
ば
や
し
と
の
出
会
い
は
、

２５
歳
の
時
。
戦
争
等
の
た
め
途
絶

え
て
い
た
�
西
ば
や
し
を
あ
る
町

会
で
復
活
さ
せ
よ
う
と
の
話
を
聞

き
、
参
加
を
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
の
ち
に
保
存
会
に
も
入
会
し

ま
し
た
。
こ
の
保
存
会
で
幸
子
さ

ん
（
奥
さ
ん
）
と
も
出
会
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

以
後
３７
年
間
、
夫
婦
で
（
時
に

は
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
）
�
西
ば

や
し
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

神神
楽楽
面面
だだ
けけ
でで
なな
くく

能能
面面
もも
作作
成成

啓
一
さ
ん
は
�
西
ば
や
し
の
演

奏
だ
け
で
は
な
く
、
神
楽
の
舞
に

使
う
面
の
作
成
も
手
掛
け
て
い
ま

す
。
最
初
は
、
※
神
楽
面
を
興
味

本
位
で
作
成
し
は
じ
め
た
こ
と
き

っ
か
け
で
し
た
が
、
３０
歳
頃
に
本

格
的
に
習
い
た
い
と
※
能
面
教
室

に
通
い
始
め
ま
し
た
。（
１０
年
間
）

「
面
作
り
は
、
最
初
に
木
を
彫

り
、
胡
粉
と
い
う
貝
を
粉
に
し
た

も
の
を
下
地
に
塗
り
ま
す
。
そ
の

上
か
ら
色
を
つ
け
る
作
業
で
す

が
、
仕
事
も
し
な
が
ら
な
の
で
、

１
面
仕
上
げ
る
の
に
１
ヵ
月
以
上

か
か
り
ま
す
。

能
面
の
作
成
も
し
て
い
る
の
で

す
が
、
今
は
�
西
ば
や
し
保
存
会

で
使
う
神
楽
の
面
を
作
る
の
が
多

い
で
す
ね
。」
と
啓
一
さ
ん
。

ま
た
、
奥
さ
ん
の
幸
子
さ
ん
か

ら
は
、「
娘
が
１０
歳
の
時
に
初
め

て
夫
の
作
っ
た
面
を
つ
け
て
踊
っ

た
時
は
幸
せ
で
し
た
。」
と
も
お

話
い
た
だ
き
、
幸
せ
な
家
族
の
１

ペ
ー
ジ
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
佐
倉
に
あ
る
歴
史

民
俗
博
物
館
の
展
示
用
神
楽
面
の

作
成
に
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

※
神
楽
の
面
…
あ
る
程
度
自
由
に

作
れ
、
彫
る
人
の
個
性
が
面
に
出

て
も
良
い

※
能
面
…
室
町
・
桃
山
時
代
な
ど

の
古
面
の
写
し
が
基
本

体体
がが
きき
くく
限限
りり

携携
わわ
りり
たた
いい

体
が
き
く
限
り
�
西
ば
や
し
に

携
わ
っ
て
い
た
い
と
、
今
も
ご
自

身
が
作
成
し
た
大
黒
様
の
面
を
か

ぶ
っ
て
舞
う
た
め
に
、
大
黒
様
の

舞
を
習
い
始
め
て
い
ま
す
。

��
西西
ばば
やや
しし

年年
間間
のの
活活
動動

左
記
の
よ
う
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
お
囃
子
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
日
時
を
確
認
の
上
、
出
か
け

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
き
っ

と
小
林
さ
ん
の
演
奏
も
聞
け
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

【
�
西
神
社
】

①
例
大
祭
…
９
月
１５
日
前
後

②
酉
の
市
…
１１
月
中
の
酉
の
日

③
例
会
…
毎
月
第
３
日
曜
日
午
後

（
要
確
認
）

【
山
本
亭
】

④
年
に
２
・
３
回

※
お
神
楽
も
上
演
あ
り
。

神神
楽楽
面面作作

成成
のの
手手
順順

現
政
権
政
党
が
来

年
度
の
政
府
予
算
案

を
決
め
ま
し
た
。
借

金
が
税
収
を
上
回
る

の
は
３
年
連
続
で

す
。

社
会
保
障
は
冷
た
く
切
り
捨
て

る
一
方
で
大
企
業
・
大
資
産
家
向

け
に
は
巨
額
の
減
税
を
続
け
、
軍

事
費
を
聖
域
扱
い
に
し
、
大
型
公

共
事
業
の
浪
費
を
広
げ
て
い
ま

す
。「
生
活
が
第
一
」
と
い
う
政
権

公
約
を
完
全
に
裏
切
っ
て
、
財
界

と
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
忠
実
に
実

行
し
よ
う
と
す
る
予
算
案
で
す
。

生
活
必
需
品
と
と
も
に
、
医
療

費
も
保
険
料
も
値
上
が
り
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
は
老
齢
年
金
に
連
動
し
て
障

害
年
金
や
児
童
扶
養
手
当
ま
で
削

減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
血
も

涙
も
な
い
や
り
方
で
す
。

介
護
保
険
料
も
値
上
げ
さ
れ
、

子
育
て
予
算
も
削
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
で
も
経
団
連
の
米
倉
会
長
は
社

会
保
障
削
減
が
「
不
十
分
」
と
す

る
残
輪
を
発
表
し
、
社
会
保
障
削

減
と
消
費
税
増
税
の
「
一
体
改

革
」
の
推
進
を
求
め
ま
し
た
。

６
月
に
決
め
た
「
一
体
改
革
」

成
案
の
社
会
保
障
改
悪
の
一
部
を

盛
り
込
ん
だ
政
府
予
算
案
は
「
一

体
改
革
」
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

予
算
案
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

財
界
と
政
府
み
ず
か
ら
が
�
ま
だ

ま
だ
予
算
の
削
減
も
財
源
も
足
り

な
い
�
と
し
て
「
一
体
改
革
」
の

全
面
推
進
へ
と
路
線
を
固
め
る
予

算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
予
算
案
を
認
め
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
に
軸
足
を
置
い
た
予
算

に
抜
本
的
に
切
り
替
え
る
よ
う
求

め
て
行
く
と
と
も
に
、
消
費
税
の

増
税
に
は
断
固
反
対
を
し
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１１年１２月１日現在 ５０８５人
加 入 ４人
転 入 ７人
脱 退 １３９人
転 出 ０人

２０１２年１月１日現在 ４９５７人

青
戸
分
会

小
林
啓
一
さ
ん
（
タ
イ
ル
工
）

��
西西
ばば
やや
しし
（（
指指
定定
無無
形形
文文
化化
財財
））
とと
もも
にに
携携
わわ
っっ
てて
３３７７
年年

面面
もも
自自
らら
がが
作作
りり
、、博博
物物
館館
のの
神神
楽楽
面面
のの
作作
成成
にに
もも
参参
加加

�西ばやしに携わって３７年
小林さん夫妻

初めて啓一さんの面をつけて舞う娘の順子さん（左）

第６６６号建 設 者２０１２年１月１６日（１）
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新
し
い
年
を
迎
え
、
新
春
の
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
、
福
島

原
発
事
故
と
未
曽
有
の
災
害
が
日

本
を
襲
い
、
私
た
ち
の
仕
事
・
生

活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
不

安
な
中
、
東
北
震
災
復
興
支
援
に

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
拡
大
運
動
で
は
、
年
間
目
標

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
秋

月
間
で
は
皆
さ
ん
の
活
躍
の
も
と

見
事
超
過
達
成
を
し
、
葛
飾
支
部

組
合
員
の
団
結
力
を
実
感
し
た
月

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
取
り
組
み
で
は
、
土
建
国
保

の
補
助
金
獲
得
に
向
け
た
運
動

で
、
み
な
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
要
請
、

国
会
行
動
、
集
会
等
で
補
助
金
獲

得
を
３
２
２
２
億
円
強
と
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
１
年
年
間
の
ご
奮
闘

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
執
行
部
と
し
て
も
、
今
年

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
建
設
産
業
・

社
会
保
障
・
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
・

組
織
拡
大
・
震
災
支
援
、
さ
ら
に

は
首
相
が
交
代
し
、
重
税
路
線
が

ひ
か
れ
る
中
、
消
費
税
増
税
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
等
、
我
々
の
運
動
活
動

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

支
部
モ
ッ
ト
ー
の
明
る
く
楽
し

く
元
気
よ
く
で
、
１
年
間
や
り
抜

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
年
頭

に
当
た
り
皆
々
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

【
賃
金
・
仕
事
対
策
部
発
】
本

部
で
１１
月
１２
月
に
取
り
組
ん
だ
賃

金
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、「
現
場

で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
ん
で
い
る
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
１２
月
２６
日
午
前
、
旧
赤
坂
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
解
体
工
事
現
場

（
元
請
・
大
成
建
設
）
に
、
全
建

総
連
、
都
連
、
本

部
の
担
当
書
記
、

�
飾
支
部
２
人
、

総
勢
８
人
で
訪
問

し
ま
し
た
。

こ
こ
の
現
場

は
、
大
成
建
設
が

「
テ
コ
レ
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
工
法
」
と

い
う
最
新
の
工
法

を
用
い
て
、
解
体

を
す
る
と
い
う
世

間
的
に
も
関
心
の

高
い
現
場
で
す
。

そ
の
よ
う
な
現
場

で
ア
ス
ベ
ス
ト
が

管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
大
問
題
で
す
。

大
成
建
設
の
所
長
は
、「
世
間

的
、
会
社
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い

る
現
場
。
ア
ス
ベ
ス
ト
も
し
っ
か

り
管
理
し
て
い
る
。
万
一
に
も
、

問
題
は
な
い
。」
と
回
答
。
除
去

の
現
場
は
見
せ
ら
れ
な
い
が
、
工

程
や
工
法
の
説
明
と
朝
礼
や
ラ
ジ

オ
体
操
を
お
こ
な
っ
て
い
る
フ
ロ

ア
ー
に
つ
い
て
、
見
学
し
て
確
認

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。関

係
各
所
（
監
督
署
・
役
所

等
）
へ
の
届
出
も
含
め
、
言
わ
れ

た
よ
う
な
問
題
は
な
い
よ
う
で
し

た
。組

合
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
大
手

だ
か
ら
安
心
」
で
は
な
く
、
組
合

員
の
声
を
も
と
に
現
場
の
改
善
、

監
視
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

政府は１２月２４日の臨時閣議で、２０１２年度政府予算案
を決定しました。国保組合に対する補助金は総額で３２
２２．３億円（対前年度比２９．０億円減）となりました。
※減額は、国保組合の被保険者数の減少などが主な理
由。
これにより、私たちの建設国保は現行補助水準を確

保する見通しとなりました。
建設国保の現行補助水準確保を求めるため、�飾支

部の組合員と家族のみなさんには要請ハガキにご協力
いただきました。夏には厚労省宛（１１４４０枚）・秋に
は東京都宛（１１６７５枚）。そして、先月・今月で取組ん
だ財務省宛の要請ハガキの数は、１１７７８枚。その間に、
予算要求集会を７月と１１月に行ない、議員要請行動に
も取り組んできました。こうした行動の結果が国保組
合に対する補助金３２２２．３億円の確保、建設国保の現行
補助水準確保につながりました。
要求を実現できたのは皆さんのご協力あってこそで

す。ありがとうございました。

２
０
１
１
年
の
１
年
間
通
し
て

皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
き
た
組
合

員
を
増
や
す
運
動
（
拡
大
行
動
）

は
、
昨
年
の
１
月
１
日
現
勢
５
３

８
３
人
の
１３
％
の
７
０
０
人
を
目

標
に
、５
７
７
人
の
拡
大（
８２
％
）

に
成
功
し
ま
し
た
。
支
部
目
標
と

し
て
立
て
た
年
間
目
標
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
田
・
青
戸

・
堀
切
・
二
葉
・
飯
塚
の
５
分
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
目
標
を
達
成

し
ま
し
た
。

ま
た
、
年
間
実
増
に
対
し
て

は
、
１
月
１
日
付
で
４
９
５
６

人
、
マ
イ
ナ
ス
４
２
１
人
で
し

た
。
組
合
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情

勢
の
中
で
も
、
西
新
小
岩
・
本
田

・
飯
塚
の
３
分
会
が
実
増
を
果
た

し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

春
の
月
間
で
達
成
で
き
な
か
っ

た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
支
部
役
員

・
各
分
会
の
奮
闘
か
ら
秋
の
月
間

で
は
見
事
達
成
。
改
め
て
皆
さ
ん

の
ご
奮
闘
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

組
合
に
と
っ
て
拡
大
運
動
は
重

要
な
取
り
組
み
で
す
。
組
織
を
大

き
く
す
る
こ
と
で
、
要
求
実
現
に

向
け
た
力
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

１２
月
１１
日
（
日
）
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
世
直
し
雷
大
行
進

（
浅
草
）。
東
日
本
復
興
を
支
援

し
、
く
ら
し
を
守
る
庶
民
の
草
の

根
か
ら
の
運
動
を
し
よ
う
と
開
催

に
い
た
り
ま
し
た
。（
世
直
し
雷

大
行
進
実
行
委
員
会
が
主
催
）

９
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

で
、
花
川
戸
公
園
で
集
会
。
そ
の

後
、
浅
草
寺
の
周
り
を
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。
�
飾
支
部
か
ら
は
社

会
保
障
対
策
部
・
賃
金
対
策
部
・

税
金
対
策
部
か
ら
３０
人
が
参
加
。

集
会
後
の
デ
モ
行
進
で
は
、
先

頭
に
チ
ン
ド
ン
屋
。
演
奏
を
し
な

が
ら
の
デ
モ
行
進
は
、
注
目
は
大

き
く
、
観
光
で
訪
れ
た
外
国
人
も

思
わ
ず
写
真
を
撮
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
の
に
ぎ
や
か
さ
で
し
た
。

年間実増推移 年間拡大推移

２０１１年
１月１日
付

２０１２年
１月１日
付

１月比
増減

年間拡大
目標
（１３％）

加入者
年間拡大
残数 到達率

新 小 岩 １３２ １２６ －６ １７ １２ ５ ７１％

西新小岩 １１１ １１２ ★１ １４ １１ ３ ７９％

東新小岩 ３５１ ３１３ －３８ ４６ ３５ １１ ７６％

奥 戸 ５１６ ４５７ －５９ ６７ ６３ ４ ９４％

本 田 １９７ ２０６ ★９ ２６ ２８ －２ ☆１０８％

立 石 １５６ １４４ －１２ ２０ １６ ４ ８０％

青 戸 ２２５ ２０６ －１９ ２９ ３１ －２ ☆１０７％

お花茶屋 ２１８ １９５ －２３ ２８ ２３ ５ ８２％

堀 切 ２８５ ２６６ －１９ ３７ ３９ －２ ☆１０５％

二 葉 ２５１ ２３６ －１５ ３３ ４４ －１１ ☆１３３％

西亀有① １６８ １５５ －１３ ２２ １４ ８ ６４％

西亀有② １０２ ９１ －１１ １３ ８ ５ ６２％

亀 有 ２４３ ２２９ －１４ ３２ ２５ ７ ７８％

細 田 ２１６ １９８ －１８ ２８ １３ １５ ４６％

高 砂 ２４６ ２０４ －４２ ３２ １８ １４ ５６％

柴 又 ２５４ ２４９ －５ ３３ １６ １７ ４８％

新 宿 １６５ １５８ －７ ２１ １５ ６ ７１％

金 町 １６６ １５８ －８ ２２ １２ １０ ５５％

東 金 町 １７０ １４２ －２８ ２２ １８ ４ ８２％

東 水 元 ２８４ ２５６ －２８ ３７ ２４ １３ ６５％

北 水 元 ２７１ ２１９ －５２ ３５ ２８ ７ ８０％

幸 田 ２５７ ２５４ －３ ３３ ３３ ０ ☆１００％

飯 塚 １６０ １６５ ★５ ２１ ２６ －５ ☆１２４％

そ の 他 ２３９ ２１８ －２１ ３２ ２６ ６ ８１％

合 計 ５３８３ ４９５７ －４２６ ７００ ５７８ １２２ ８３％

１月１日付人員比 マイナス ４２６人

旧赤坂プリンス

解解体体現現場場をを訪訪問問

世直し雷大行進（浅草）

チチンンドドンン屋屋をを先先頭頭にに
浅浅草草寺寺周周りりををデデモモ行行進進

９００人を超える参加者

国国保保へへのの補補助助がが決決定定

現現行行水水準準をを確確保保のの見見通通しし
財財務務省省宛宛ハハガガキキはは１１１１，，７７７７８８枚枚

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
で
報
告

現現
場場
でで
アア
スス
ベベ
スス
トト
がが
飛飛
んん
でで
いい
るる
��

見
学
確
認
で
問
題
点
が
な
い
と
判
明

１１
年
度
拡
大
運
動

年
間
拡
大
が
５
分
会
・
実
増
が
３
分
会

明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
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��
飾飾
支支
部部
執執
行行
委委
員員
長長

福福
岡岡
達達
咲咲

福岡執行委員長

チンドン屋を先頭に雷大行進

解体工事中の赤坂プリンスホテル

総勢８人で現場を訪問

皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
財
務
省

宛
要
請
ハ
ガ
キ

（２）第６６６号建 設 者２０１２年１月１６日
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１２
月
１１
日
（
日
）
立
石
の
イ
ー

グ
ル
ボ
ウ
ル
で
、
後
継
者
対
策
部

主
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

東
京
土
建
全
体
で
�
飾
支
部
は

優
勝
の
常
連
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
本
部
大
会
自
体
が
前
回
で
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今
回
は

支
部
の
独
自
開
催
と
な
り
ま
し

た
。大

会
に
は
１５
チ
ー
ム
が
出
場
。

強
い
奥
戸
分
会
の
復
活
を
目
の
当

た
り
に
。
１
６
１
２
ピ
ン
と
ダ
ン

ト
ツ
で
、
支
部
で
６
回
目
の
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

個
人
賞
に
は
、市
瀬
隆
さ
ん（
柴

又
）
が
４
０
２
ピ
ン
と
群
を
抜

き
、
一
人
４
０
０
ピ
ン
越
え
を
達

成
し
個
人
優
勝
に
。

大
会
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
次
回
は
全
分
会
の
参
加
で
さ

ら
に
盛
り
上
が
り
た
い
と
後
継
者

対
策
部
と
し
て
企
画
中
で
す
。

《
団
体
戦
》

○
１
位
…
奥
戸
分
会

１
６
１
２
ピ
ン

○
２
位
…
柴
又
分
会

１
５
７
２
ピ
ン

○
３
位
…
細
田
分
会

１
５
５
９
ピ
ン

《
個
人
賞
》

○
１
位
…
市
瀬
隆
さ
ん
（
柴
又
）

４
０
２
ピ
ン

○
２
位
…
佐
々
木
寿
治
さ
ん

（
北
水
元
）

３
６
８
ピ
ン

○
３
位
…
小
泉
昭
二
さ
ん（

奥
戸
）

３
５
７
ピ
ン

１２
月
２２
日
（
木
）、
定
例
の
消

費
税
増
税
反
対
駅
頭
宣
伝
行
動
を

新
小
岩
駅
北
口
で
開
催
。
４
団
体

１９
人
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。（
土

建
税
対
部
か
ら
は
１１
人
の
参
加
）

年
末
で
駅
を
利
用
す
る
人
の
足

の
早
さ
を
感
じ
、
寒
さ
も
手
伝
っ

て
な
か
な
か
立
ち
止
ま
っ
て
話
を

聞
く
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
中
学
生
位
の
５
・
６
人

の
団
体
が
「
消
費
税
の
増
税
は
困

る
！
」
と
署
名
に
協
力
を
し
て
く

れ
る
な
ど
、
１７
人
か
ら
署
名
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
増

税
反
対
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
、
わ
ず
か
３０
分
足
ら
ず
で
１
０

０
０
個
配
り
終
わ
る
な
ど
、
参
加

者
の
積
極
的
な
行
動
で
増
税
反
対

の
訴
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
寒
い
中
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

大
企
業に

は
減
税

復
興
財
源
の
も
と
と
な
る
臨
時

増
税
は
、
①
所
得
税
が
２５
年
間
で

税
額
の
２
・
１
％
分
、
②
個
人
住

民
税
は
均
等
割
１
０
０
０
円
を
１０

年
間
と
、
実
質
恒
久
的
な
増
税
を

強
い
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
法
人
税
に
つ
い
て
は
、

当
初
実
効
税
率
３０
％
を
２５
・
５
％

（
４
・
５
％
減
）
に
引
き
下
げ
た

う
え
で
、
２８
・
０５
％
（
２
・
５５
％

増
）
に
３
年
間
の
期
限
で
引
き
上

げ
る
と
し
ま
し
た
。

こ
の
復
興
財
源
の
臨
時
増
税

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
者

に
２５
年
間
で
８
・
８
兆
円
の
増
税

に
な
り
、
大
企
業
に
は
実
質
１１
・

６
兆
円
の
減
税
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
増
税
を
、
社
会

保
障
制
度
の
「
安
定
・
強
化
」
に

つ
な
げ
る
と
し
な
が
ら
、
年
金
支

給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
や
、
医

療
費
の
自
己
負
担
引
き
上
げ
、
保

育
へ
の
民
間
参
入
促
進
な
ど
、
国

民
負
担
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
、
社

会
保
障
給
付
は
削
減
す
る
と
い
う

動
き
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
消
費
税
は
、
所
得
の

低
い
人
ほ
ど
負
担
が
重
い
税
制

で
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人

や
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
大
き

な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
健
診
は
、
も
う
終
わ

り
ま
し
た
か
。

受
診
券
の
あ
る
組
合
員
・
家
族

の
方
は
、
心
電
図
・
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
な
ど
３０
項
目
以
上
の
充

実
し
た
健
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

左
記
の
日
程
で
今
年
度
最
後
の

集
団
健
診
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
先
着
順
の
た
め
、
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
…
Ｈ
２４
年
２
月
５
日（
日
）

朝
８
時
半
〜
１１
時
半

場
所
…
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
か
つ
し

か締
切
…
Ｈ
２４
年

１
月
３１
日（
火
）

定
員
…
２
０
０

名
（
先
着
）

申
込
…
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
支
部
へ
電

話
で
も
対
応
）

※
「
土
建
健
診

メ
リ
ッ
ト
」

は
、
じ
ん
肺
専

門
医
の
「
再
読

影
」
の
職
業
病

対
策
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
で

す
。

確
定
申
告
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
確
定
申
告
の
準
備

は
大
丈
夫
で
す
か
？

�
正
し
い
知
識
で
し
っ
か
り

節
税
�
み
ん
な
が
理
解
で
き
る

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時
…
１
月
３０
日
（
月
）
夜
７

時
半
〜

場
所
…
�
飾
支
部
会
館
３
階
大

会
議
室

講
師
…
井
澤
本
部
税
金
担
当
中

執

持
物
…
電
卓
・
筆
記
用
具

定
員
…
１
０
０
人

確
定
申
告
に
向
け
た
実
務
上

の
初
め
て
の
方
で
も
わ
か
り
や

す
く
学
習
で
き
る
学
習
会
で

す
。
詳
細
は
支
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
金
の
個
別
相
談

２
月
２０
日
（
月
）
〜
３
月
９

日
（
金
）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
土

日
除
く
）

【
持
参
す
る
も
の
】

昨
年
申
告
し
た
控
え
・
平
成

２３
年
度
の
収
支
の
わ
か
る
も
の

・
各
種
所
得
控
除
証
明
書
・
印

鑑

後後継継者者対対策策主主催催ボボウウリリンンググ大大会会

強強いい奥奥戸戸のの復復活活 ��回回目目のの優優勝勝をを飾飾るる
個個人人優優勝勝はは、、一一人人４４００００ピピンン越越ええのの市市瀬瀬ささんん

１５
チ
ー
ム
参
加
で
盛
り
上
が
る

次
回
は
全
分
会
が
参
加
し
よ
う

社会保障を理由の消費税増税

増増税税、、そそししてて社社会会保保障障のの削削減減
新小岩駅頭に１９人が参加し、訴える

今
年
度
最
後
の
募
集

テ
ク
ノ
集
団
健
診
は
�
月
�
日

確定申告の準備は大丈夫？

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
１月３０日（月）支部会館

優勝した奥戸分会
（左から米山さん・小泉さん・阿久津さん・坂本さん・永堀さん）

１２月４日の集団健診

個人優勝の市瀬さん

「消費税が上がると困る」と団体で署名

第６６６号建 設 者２０１２年１月１６日（３）
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堀
切
分
会
に
所
属
す
る
㈱
沢
井

工
務
店
の
澤
井
さ
ん
は
、
常
務
の

辰
守
さ
ん
（
４７
歳
）
を
は
じ
め
、

母
親
の
和
子
さ
ん
（
７１
歳
）、
娘

の
由
貴
さ
ん
（
２４
歳
）
と
３
代
が

辰
年
生
ま
れ
。
忙
し
い
中
時
間
を

作
っ
て
い
た
だ
き
辰
守
さ
ん
、
和

子
さ
ん
の
２
人
か
ら
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

辰
守
さ
ん
は
、
最
初
は
ゼ
ネ
コ

ン
に
就
職
し
て
６
年
間
在
籍
。
そ

の
後
親
元
に
戻
り
、
社
長
の
一
夫

さ
ん
の
下
で
㈱
沢
井
工
務
店
の
常

務
と
し
て
、
そ
の
経
験
を
生
か

し
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
ゼ
ネ
コ
ン
で
経
験
し
た
こ
と

は
、
ギ
ャ
ッ
プ
の
差
は
あ
り
ま
す

が
、
活
か
せ
る
場
面
も
あ
る
ん
で

す
。
例
え
ば
、
堀
切
で
の
地
下
工

事
で
す
。」
と
。

「
こ
の
地
域
で
の
地
下
工
事
は

水
が
出
て
で
き
な
い
こ
と
が
常
識

で
し
た
。

い
ざ
地
下
工
事
を
受
け
た
際
は

怖
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で
も
ゼ
ネ

コ
ン
で
地
下
工
事
の
経
験
が
あ
っ

た
こ
と
で
、
工
事
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」
と
、
実
際
に

経
験
を
生
か
し
た
体
験
談
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
に
つ
い
て
の
話
に
お
よ
ぶ

と
母
親
の
和
子
さ
ん
か
ら
「
社
長

と
話
を
し
て
、
今
年（
辰
年
）は
、

社
長
を
継
い
で
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
ん
で
す
。
今
の
社
長
が
築
い

て
き
た
こ
の
会
社
を
、
息
子
な
り

の
違
っ
た
方
針
で
や
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
の
。」
と
辰

守
さ
ん
も
ビ
ッ
ク
リ
の
発
言
が
。

そ
れ
を
受
け
た
辰
守
さ
ん
は
、

今
年
社
長
に
な
る
上
で
の
抱
負
と

少
し
悩
み
な
が
ら
も
、

「
仕
事
を
す
る
上
で
当
た
り
前

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
信
頼
関
係

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
出
会
い
を

大
切
に
す
る
こ
と
。
大
変
な
時
代

で
す
か
ら
、
基
本
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
、
地
に
足
を
固
め
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
力
強
く
抱

負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
き
な
絆
で
結
ば
れ
た
親
子
の

間
で
、
親
か
ら
息
子
へ
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
の
瞬
間
に
出
会
え
た
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。

【
幸
田
・
教
宣
・
伊
藤
兼
夫
】
よ

い
し
ょ
。
よ
い
し
ょ
。
威
勢
の
い

い
掛
け
声
と
共
に
臼
の
音
が
響
き

わ
た
る
。

１２
月
１８
日
（
日
）
１１
時
か
ら
幸

田
分
会
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
数

年
振
り
の
分
会
餅
つ
き
大
会
。
き

な
粉
餅
、
餡
子
餅
、
雑
煮
。
搗
き

た
て
の
餅
が
次
々
と
来
場
者
の
胃

袋
へ
。

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
少
し
寒
か

っ
た
が
大
勢
の
組
合
員
と
家
族
で

賑
や
か
に
。
抽
選
会
も
開
催
し
、

景
品
が
当
た
っ
た
子
ど
も
は
ニ
ッ

コ
ニ
コ
。

会
場
と
な
っ
た
分
会
セ
ン
タ
ー

（
土
屋
建
設
資
材
置
き
場
）
は
分

会
活
動
の
拠
点
。
拡
大
行
動
も
こ

こ
か
ら
。

準
備
は
、
秋
の
住
宅
ま
つ
り
と

並
行
し
な
が
ら
進
め
、
１２
月
に
入

っ
て
忙
し
く
な
る
。
も
ち
米
を
は

じ
め
食
材
や
景
品
の
用
意
。
臼
や

蒸
籠
な
ど
の
手
配
。
分
会
役
員
が

中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た
。

東
京
土
建
本
部
主
催
の
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
。
本
部
教
宣
部
・
通

信
員
と
し
て
登
録
し
た
各
支
部
の

教
宣
部
員
に
よ
る
投
票
に
よ
っ
て

入
選
紙
が
決
定
し
ま
す
。
そ
の
投

票
が
１１
月
１３
日
（
日
）、
本
部
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
飾
支
部
か
ら
は
１１
分
会
と
主

婦
の
会
新
聞
を
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
。
そ
の
結
果
、
奥
戸
分
会
の『
奥

戸
』
分
会
新
聞
（
編
集
・
星
谷
聰

さ
ん
）
が
《
特
選
入
選
》
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

『
奥
戸
』
分
会
新
聞
は
、
毎
年

入
選
す
る
東
京
土
建
を
代
表
す
る

分
会
新
聞
。
他
の
分
会
新
聞
も
奥

戸
に
続
け
と
、
入
選
を
狙
い
ま
し

た
が
、
入
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

来
年
こ
そ
は
と
講
師
に
星
谷
さ

ん
を
む
か
え
、
今
月
末
に
分
会
新

聞
作
り
学
習
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

昭
和
５５
年
に
組
合
加
入
し
、
組

合
活
動
に
携
わ
っ
て
３０
年
。
新
宿

分
会
の
梅
松
辰
雄
さ
ん
は
、
今
年

７２
歳
に
な
る
年
男
で
す
。
新
宿
分

会
で
分
会
長
・
書
記

長
と
分
会
の
重
役
を

２０
年
以
上
務
め
て
き

ま
し
た
。

１８
歳
で
長
野
か
ら

上
京
。
そ
の
時
、
奥

さ
ん
の
と
し
子
さ
ん

と
出
会
い
、
２４
歳
で

結
婚
。
そ
し
て
家
庭

・
仕
事
・
組
合
活
動

・
趣
味
と
様
々
な
方

面
で
活
躍
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
梅

松
さ
ん
に
組
合
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。「

入
っ
た
当
時
は
、
民
商
の
高

砂
支
部
の
理
事
を
し
て
い
た
ん
で

す
。
役
職
に
は
就
か
な
い
条
件
で

組
合
に
も
入
っ
た
ん
で
す
が
、
や

り
だ
す
と
中
心
に
な
っ
て
し
ま

う
。
妻
に
も
文
句
を
言
わ
れ
も
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
組
合
活
動
を

色
々
や
っ
て
き
た
の
は
責
任
感
の

た
め
。
誰
か
が
率
先

し
て
や
ら
な
い
と
成

功
し
な
い
ん
で
す
。

活
動
の
考
え
を

色
々
と
支
部
に
対
し

て
も
発
言
し
て
き
ま

し
た
。
発
言
に
支
部

が
応
え
て
動
い
た
時

は
、
嬉
し
か
っ
た
で

す
。」
と
。

今
も
組
合
活
動
は

も
ち
ろ
ん
、
趣
味
で

も
ダ
ン
ス
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
積
極
的
に

こ
な
す
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。「
妻
の

仕
事
が
休
み
の
時
は
一
緒
に
ダ
ン

ス
に
行
く
ん
で
す
。」
と
夫
婦
円

満
な
生
活
の
一
部
も
お
聞
き
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
は
、
東
日
本
大
地

震
の
復
興
の
た
め
に
石
巻
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
な
ど
、
誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
人
一
倍
強
い
人
で
も
あ
り
ま

す
。「
今
年
も
趣
味
を
続
け
る
一

方
で
、
や
は
り
社
会
の
役
に
た
つ

活
動
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
、
責
任
感
が
強
い
梅
松
さ
ん
な

ら
で
は
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

幸田分会で餅つき大会を開催
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よいしょ！よいしょ！よいしょ！

辰
年
生
ま
れ
が
３
代
の
澤
井
さ
ん
一
家（
堀
切
分
会
）

親親
かか
らら
息息
子子
へへ
ババ
トト
ンン
タタ
ッッ
チチ

梅梅松松辰辰雄雄ささんん（（新新宿宿））

今今年年もも社社会会のの役役にに立立つつ活活動動をを
昨昨年年はは石石巻巻へへボボラランンテティィアア活活動動

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

星
谷
さ
ん
編
集
の�
奥
戸
�が
特
選
入
選

景品も当たって大喜び

左から辰守さん・和子さん

梅松辰雄さん

快晴の下、餅つきできました（搗くのは川村さん親子）

特選入選紙の『奥戸』分会新聞

（４）第６６６号建 設 者２０１２年１月１６日


